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スピーカーのご紹介

メニックス株式会社／業務企画部

丹羽 博之

・Inventorとの関わりはInventor5.3の時代から

・AUJ2017～2019の3年連続で、ハンズオンセッションを

担当

・2018年、エキスパートエリート認定

Inventor、Fusion360など、各種3DCADを使いこなす？



スピーカーのご紹介

メニックス株式会社／業務企画部

丹羽 博之

・Inventorとの関わりはInventor5.3の時代から

・AUJ2017～2019の3年連続で、ハンズオンセッショ

ンを担当

・2018年、エキスパートエリート認定

3DCADの困り事があれば、何でもご相談ください。



自動設計へのハードル

プログラム？

3次元設計？

自動設計？

複雑すぎて
無理



自動設計の要求事項

どんな事を盛り込んで自動設計をしたいのか？

・サイズ違いのモデル自動設計

・ドキュメント（図面・手配書など）の自動作成

・設計基準（ルール）をモデルに盛り込み

・仕様の異なる製品バリエーションへの対応

etc.



STEP- D

STEP- C

STEP- B

自動設計の要求事項

STEP-A

サイズ違いのモデル自動設計

ドキュメント（図面・手配

書など）の自動作成

設計基準（ルール）をモデ

ルに盛り込み

仕様の異なる製品バリエー

ションへの対応

⚫ パラメトリック機能の利用

⚫ スケルトンモデルの利用

⚫ トップダウン手法を利用し

てモデル作成

⚫ モデルとプロパティの連携

⚫ 部品表の利用

⚫ 製作図面の作図

⚫ 条件に応じてパラメータ

変更

⚫ 条件に応じて部品変更

⚫ データの種類を揃える

⚫ 仕様を切り替えられるモ

デルを作成

⚫ 条件に応じて仕様を切り

替え



サイズ違いのモデル自動設計

➢ パラメトリック機能の利用

➢ スケルトンモデルの利用

➢ トップダウン手法を利用してモデル作成

STEP-A





パラメトリック機能の利用

• 製品仕様に必要な、主要パラメータを定義する

o ユーザパラメータに定義

o Excelスプレッドシートからリンク



パラメトリック機能の利用

• 製品仕様に必要な、主要パラメータを定義する

o Excelスプレッドシートからリンク

【Point】
・データ項目は、行方向または列方向のどちらでも可
・「パラメータ名」「値または 計算式」「計測単位」
「コメント」の順番で入力

・パラメータを定義する部分の外がであれば、絵を張
り付けたりも可



スケルトンモデルの利用

• 作成したパラメータを使って、スケルトンモデル（骨組み）を作成します

o スケッチ

o 作業ジオメトリ

o ソリッド

を使用する



スケルトンモデルの利用

• 作成したパラメータを使って、スケルトンモデル（骨組み）を作成します

o パラメータを動かして、思い通りに動くか確認してみましょう



スケルトンモデルの利用

• 作成したパラメータを使って、スケルトンモデル（骨組み）を作成します

o パラメータを動かして、思い通りに動くか確認してみましょう



トップダウン手法を利用してモデル作成

• スケルトンモデルを利用して、モデルを作成します

o スケルトンモデルの、「パラメータ」「スケッチ」「作業ジオメトリ」を各パーツモデルに取り

込み、パーツモデルを作成します

Color-Box.iam Skelton.ipt

側版右.ipt

側版左.ipt

底板.ipt

棚板.ipt

天板.ipt

背板.ipt

Skelton.ipt

Skelton.ipt

Skelton.ipt

Skelton.ipt

Skelton.ipt

Skelton.ipt



トップダウン手法を利用してモデル作成

• スケルトンモデルを利用して、モデルを作成します

o スケルトンモデルの、「パラメータ」「スケッチ」「作業ジオメトリ」を各パーツモデルに取り

込み、パーツモデルを作成します



トップダウン手法を利用してモデル作成

• スケルトンモデルを利用して、モデルを作成します

o スケルトンモデルと作成したパーツモデルをアセンブリに配置します



サイズ違いのモデル自動設計

STEP-A

テ
ン
プ
レ
ー
ト
設
計



トップダウン手法を利用してモデル作成

• スケルトンモデルを利用して、モデルを作成します

o 今回、紹介した方法以外の手法

（Inventor Helpより）



ドキュメント（図面・手配書など）

の自動作成

➢ モデルとプロパティの連携

➢ 部品表の利用

➢ 製作図面の作図

STEP-B



部品表の利用

• モデルの部品表を整え、手配書などへ利用

o 必要な表示列を設定して、データをエクスポート



モデルとプロパティの連携

• パラメータやモデル寸法から、カスタムプロパティを作る

o パラメータに無い外形寸法は、非駆動寸法とする事で、参照パラメータとして扱える



モデルとプロパティの連携

• パラメータやモデル寸法から、カスタムプロパティを作る

o パラメータの値をエクスポートして、カスタムプロパティに使用する



モデルとプロパティの連携

• パラメータやモデル寸法から、カスタムプロパティを作る

o カスタムプロパティを組み合わせる



製作図面の作図

• 図面を作成しておく事で、都度作図の必要は無くなります

o ビュー配置、寸法入力など、一通りの作図したデータを作成しておきます



製作図面の作図

• 図面を作成しておく事で、都度作図の必要は無くなります



設計基準（ルール）の盛り込み

➢条件に応じてパラメータ変更

➢条件に応じて部品変更

STEP-C



条件に応じてパラメータ変更

• Excel関数を使ってパラメータを制御

o パラメータの定義を、Excelスプレッドシートからリンク

o パラメータ入力値にif関数などで条件を与え、パラメータ値を制御する

例１）耐荷重30kg以上は、板厚をアップする

赤丸のセルの状態を見て、
板厚の値を設定する。



条件に応じてパラメータ変更

• Excel関数を使ってパラメータを制御

o パラメータの定義を、Excelスプレッドシートからリンク

o パラメータ入力値にif関数＋計算式などで、パラメータ値を制御する

例２）ネジ間のピッチが400mmを超える場合、棚板を止めるネジの数を増やす

赤丸のセルの状態を見て、
ネジ数の値を設定する。



条件に応じてパラメータ変更

• Excel関数を使ってパラメータを制御

o パラメータの定義を、Excelスプレッドシートからリンク

o パラメータ入力値にif関数などで条件を与え、パラメータ値を制御する



条件に応じて部品変更

• iLogicを使って、使用する部品を制御する

o 部品を置換

o 詳細レベルを切り替える

例）耐荷重20kgを超える場合は、ネジサイズをアップする



条件に応じて部品変更

• iLogicを使って、使用する部品を制御する

o 部品を置換

o 詳細レベルを切り替える

例）耐荷重20kgを超える場合は、ネジサイズをアップする



仕様の異なる
製品バリエーションへの対応

➢ データの種類を揃える

➢ 仕様を切り替えられるモデルを作成

➢ 条件に応じて仕様を切り替え

STEP-D



データの種類を揃える

• バリエーションごとに、製品テンプレートデータを作成する（テンプレート設計）

o Skelton.ipt、製品.iam、各部品.ipt、製作図面.idwのデータセットをバリエーションごとに作成

▪ データの構造は簡単だが、作成するデータ量は増える

標準.iam 蓋つき.iam



仕様を切り替えられるモデルを作成

• バリエーションに必要なデータを、製品テンプレートに全て盛り込んだデータを作成し

て、状態を切り替える設定を作る（詳細レベルリプレゼンテーション）

o Skelton.ipt、製品.iam、各部品.ipt、製作図面.idwのデータセット内に、バリエーションを表現す

るのに必要なデータを盛り込んでおく

▪ データの構造が複雑になるが、データ量は抑えられる

標準.iam

蓋つき.iam



仕様を切り替えられるモデルを作成

• バリエーションに必要なデータを、製品テンプレートに全て盛り込んだデータを作成し

て、状態を切り替える設定を作る（詳細リプレゼンテーション）

o Skelton.ipt、製品.iam、各部品.ipt、製作図面.idwのデータセット内に、バリエーションを表現す

るのに必要なデータを盛り込んでおく

▪ データの構造が複雑になるが、データ量は抑えられる



条件に応じて仕様を切り替え

• 選択した仕様に応じて、詳細レベルを切り替えるiLogicを作成

o パラメータの仕様から、詳細レベルの切り替えを行う



条件に応じて仕様を切り替え

• 選択した仕様に応じて、詳細レベルを切り替えるiLogicを作成

o パラメータの仕様から、詳細レベルの切り替えを行う



まとめ

どんな事を盛り込んで自動設計をしたいのか？

・サイズ違いのモデル自動設計

➢ パラメトリック機能の利用

➢ スケルトンモデルの利用

➢ トップダウン手法を利用してモデル作成

・ドキュメント（図面・手配書など）の自動作成

➢ モデルとプロパティの連携

➢ 部品表の利用

➢ 製作図面の作図

・設計基準（ルール）をモデルに盛り込み

➢ 条件に応じてパラメータ変更

➢ 条件に応じて部品変更

・仕様の異なる製品バリエーションへの対応

➢ データの種類を揃える

➢ 仕様を切り替えられるモデルを作成

➢ 条件に応じて仕様を切り替え



STEP-D

STEP-C

STEP-B

自動設計の要求事項

STEP-A

サイズ違いのモデル自動設計

ドキュメント（図面・手配

書など）の自動作成

設計基準（ルール）をモデ

ルに盛り込み

仕様の異なる製品バリエー

ションへの対応

⚫ パラメトリック機能の利用

⚫ スケルトンモデルの利用

⚫ トップダウン手法を利用し

てモデル作成

⚫ モデルとプロパティの連携

⚫ 部品表の利用

⚫ 製作図面の作図

⚫ 条件に応じてパラメータ

変更

⚫ 条件に応じて部品変更

⚫ データの種類を揃える

⚫ 仕様を切り替えられるモ

デルを作成

⚫ 条件に応じて仕様を切り

替え

全ての機能を覚える必要はありません。

必要に応じて、必要な機能をチョイスして下さい。

APIを使用して、より高度な自動化も可能です。





自動設計へのハードル

トップダウン

スケルトン

パラメータ

テンプレート
設計



お問い合わせ先

• 本クラスのページへ質問

oＡＵ開催期間中は、出来る限り回答するようにします

• 弊社、担当者へ質問

ow1032@menix.jp へ、AU2020のセッションの件と明記の上、ご連絡ください

• 業務についての問い合わせ

o http://menix.mecha.com より、問い合わせフォームから、ご連絡下さい

mailto:w1032@menix.jp
http://menix.mecha.com/
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